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【ねらい】 

英語という言語がもつ「コミュニケーション」ツールとしての本来の役割を，単に知識理解として学ぶ

だけでなく，学ぶ場や学ぶ内容を通して，友達や教師とかかわること自体が楽しいと思えるような授業の

構成，学級づくり，環境づくりを，理論的・実践的に追究し，子供が自信をもって自己表出したり，他と

かかわったりできるような集団形成をめざす。 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語を通して，友達や先生とつながる楽しさを味わわせる  

授業づくりと環境づくり 

（様式２） 

〈重点課題Ａ〉 

児童の英語に対する興味・関

心を高める環境づくり。 

 ・全校児童の注目する場所に掲示のコーナーを作り

友達と一緒に文字や絵などを楽しんで見たり，交

流し合ったりする場を設ける。 

・授業以外で，英語の歌や遊びを通して，英語の音

声やリズムに慣れ親しむ。 

〈重点課題Ｂ〉 

児童が自信をもって自己表出

できるための集団形成。 

 

 

〈重点課題Ｃ〉 

英語を用いた指導の充実。 

 

 

・正解を追究する学習ではないことを共通の認識と

し，抵抗感のある児童に意欲と自己表出の勇気や

機会が与えられるような学習の約束づくり。   

・「話す」「聞く」「歌う」「遊ぶ」「絵を描く」「単

語をまねる」等，様々な活動を位置付けた単元及

び授業の構成。 

・ＡＬＴやＤＶＤ等のコンテンツ活用方法の工夫。 

・教師の英語運用能力を高める校内研修の充実。 

 

≪重点課題≫ ≪取組内容≫ 

 

○ 児童・教師へのアンケートの実施。 

○ 様々な取組の記録と分析。 

 

≪成果等の把握と検証の手立て≫ 

 



【具体的な取組】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「給食時間」 

 

 

 

 

 

 

 

                            

「音楽朝会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈重点課題Ａ〉児童の英語に対する興味・関心を高める環境づくり 

児児童が自信をもって自己表出できるための集団形成 

 

 

童が自信をもって自己表出できるための集団形成 

 

児童の英語に対する興味・関心を高める環境づくり。 

 

「掲示コーナー」 

全校児童の目に触れるところに英語関連の掲示をし，楽しく自然に英語に触れられるように 

しています。掲示内容は月ごとに更新します。 

掲示コーナーでは，使う英単語にカタカナによる発音はあえて表示しません。 

「これ何と読むの？」「これはね・・・」ということ自体が「つながる楽しさ」になるからです。 

音声を聞くことができる絵本を校内に

配置し，自由に触れさせることで興味・

関心を高めます。 

学校栄養職員の先生に協力いただき，週に１，

２回給食のメニューを英語にしています。給食

を食べながら，身近な食物の英語が自然と耳か

ら入ってくるように，ＡＬＴに録音をお願い

し，音楽とともに編集したＣＤも作りました。 

保
健
室
の
壁
掲
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体
の
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前
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す
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全校での音楽朝会。今年度はみんなで

簡単な英語の歌に挑戦しています。 

 

町
英
語
暗
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，
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た
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「全校朝会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈重点課題Ｂ〉児童が自信をもって自己表出できるための集団形成 

児児童が自信をもって自己表出できるための集団形成 

 

 

童が自信をもって自己表出できるための集団形成 

 

児童の英語に対する興味・関心を高める環境づくり。 

 

〈重点課題Ｃ〉英語を用いた指導の充実 

児児童が自信をもって自己表出できるため

の集団形成 

 

 

童が自信をもって自己表出できるための集

団形成 

 

児童の英語に対する興味・関心を高め

る環境づくり。 

 

教室には何でも話せる仲間がいる！一緒に考えた
り悩んだり。発表し合うと友だちのいろんな個性
が感じられて，楽しい時間を共有できます。 

「
学
習
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楽しく学習した後は，自己評価で活動を振り返り
ます。コミュニケーションを図るよさや楽しさを
改めて実感し，次時への期待も膨らみます。 

練習風景。自分たちで相談
しながらつくりあげていき
ました。 

外国語活動のテキストから飛び出してきた外国人
風の子供たち。保護者の方々にも大好評でした。 

「ＡＬＴとの連携」    
授業前の打合せだけでなく，授業の
中でも臨機応変に連携を図るように
しています。 「

校
内
研
究
授
業
」 
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く
り
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検証・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

◯掲示コーナーや昼の放送，音楽集会など，授業以外にも様々な取組を進めることができた。そのため，

高学年のみならず，全校児童の英語に対する興味・関心を高めることができた。 

◯安心して自己表出できる学級集団の形成に努め，児童相互，児童と教師の信頼関係を築きながら，楽し

く外国語活動に取り組めるようになった。外国語活動に限らず，他教科の学習の際にも積極的に考えを

表現したり，相互に高め合ったりしようとする姿が増えてきた。 

◯校内の研修の充実が図られ，外国語活動のねらいを確かめ合ったり，指導法の交流をし合ったりするこ

とができた。また，日頃から職員室等でＡＬＴの先生を交えて英語の話題が自然に出るなど，積極的に

英語にかかわっていこうとする意識の高まりが見られた。  

 

  

 

【児童へのアンケート結果】５年生２３名（１１月１日実施） 

 １「外国語活動」は楽しいか。       （はい２１人 いいえ０人）   

 ２「外国語活動」は好きか。        （はい２１人 いいえ０人）   

 ３ 将来，英語は役に立つと思うか。    （はい１９人 いいえ２人）   

 ４ 将来，英語を使えるようになりたいか。 （はい１９人 いいえ２人）     

 ５ 英語を使って友達と交流したいか。   （はい２１人 いいえ０人）   

 ６ 英語が分かるか。（分かる６人 なんとなく１３人 分からない２人）   

 

≪自由記述≫ 

・外国語活動は楽しい。              

・英語で自己紹介をしてみたい。           

・Ｓさんみたいに言えるようになりたい。  

・会話ができるようになりたい。 

・ＡＬＴの先生とたくさんのことを英語で話したい。 

・英語を勉強してアメリカに行ってみたい。 

・もっと英語を話してみたいし，日本語との違いをたくさんみつけたい。 

・英語だけの文を読んだり，話したりしてみたい。 

・英語だけでなく，中国語や韓国語も言えるようになりたい。 

・英語だけの劇にチャレンジしてみたい。  

 

 

考 察 

児童へのアンケート項目の中で，２「外国語活動は好きか」の問いに児童全員が「好き」と回答して

いる。４月に同じ質問をした時には「好き」と回答した児童は１２人であったことから，児童の関心や

意欲が向上し，成果に結びついている。また，普段の様子をみても徐々に「思い切って話してみよう」

という気持ちの変容が見られるようになった。授業中に出てくる未習の単語も，知っている単語から意

味を推測しようとする様子も見られるようになってきた。 

 学習発表会では，英語を学ぶ自分たちの姿を劇化し，その表現活動に取り組むことを通して，たくさ

んの人の前で英語を話したり，友だちや他学年，先生たちから声をかけてもらったりし，自信を高める

ことにつながった。 

 


